
平成２７年度 かつらぎ町の財務書類（普通会計） 
【貸借対照表】 平成28年3月31日現在

金額
(千円)

住民一人
当たり額

(円)

金額
(千円)

住民一人
当たり額

(円)
１　公共資産 60,341,028 3,423,799 １　固定負債 16,749,022 950,353

（１）土地、建物等 60,178,417 3,414,572 （１）普通会計地方債 14,679,760 832,941
（２）売却可能資産 162,611 9,227 （２）長期未払金計 58,019 3,292

（３）退職手当引当金 2,011,243 114,120
２　投資等 1,735,803 98,491

（１） 投資及び出資金 20,418 1,159
（２） 貸付金 4,548 258 ２　流動負債 1,490,131 84,551
（２） 基金等 1,579,579 89,627 （１）翌年度償還予定地方債 1,390,260 78,884
（４）長期延滞債権 194,403 11,031 （２）未払金 20,876 1,185
（５）回収不能見込額 △ 63,145 △ 3,583 （３）賞与引当金 78,995 4,482

３　流動資産 1,990,604 112,948
（１）資金 1,972,352 111,913
（２）未収金 18,252 1,036 負債合計 18,239,153 1,034,904

純資産合計 45,828,282 2,600,334
資産合計 64,067,435 3,635,238 負債及び純資産合計 64,067,435 3,635,238

【行政コスト計算書】 【純資産変動計算書】

金額
(千円)

住民一人
当たり額

(円)

金額
(千円)

住民一人
当たり額

(円)
経常費用 8,892,883 504,589 期首純資産残高 46,025,611 2,611,530
１　人にかかるコスト 1,528,239 86,714 純経常行政コスト △ 8,597,176 △ 487,811

（１）人件費 1,344,115 76,266 一般財源（地方税・地方交付税等） 6,659,441 377,862
（２）退職手当引当金繰入 105,129 5,965 補助金等受入 1,758,000 99,750
（３）賞与引当金繰入 78,995 4,482 臨時損益 △ 16,482 △ 935

２　物にかかるコスト 3,790,941 215,101 資産評価替え・無償受入 △ 1,112 △ 63
（１）物件費 1,857,218 105,380 その他 0 0
（２）維持補修費 36,278 2,058 期末純資産残高 45,828,282 2,600,334
（３）減価償却費 1,897,445 107,663

３　移転支出的なコスト 3,358,386 190,558 【資金収支計算書】
（１）社会保障給付 836,643 47,472
（２）補助金等 1,133,593 64,321
（３）他会計等への支出額 1,262,289 71,623
（４）他団体への公共資産整備補助金等 125,861 7,141 １　経常的収支 2,095,156 118,881

４　その他のコスト 215,317 12,217 ２　公共資産整備収支 △ 418,644 △ 23,754
（１）支払利息 152,515 8,654 ３　投資・財務的収支 △ 1,532,797 △ 86,972
（２）回収不能見込計上額 14,153 803
（３）その他行政コスト 48,649 2,760 当期収支 143,715 8,155

経常収益 295,707 16,779 期首資金残高 1,828,637 103,758
使用料・手数料・分担金・負担金・保険料等 295,707 16,779 期末資金残高 1,972,352 111,913
差引純経常行政コスト 8,597,176 487,811 ※この表は総務省方式改訂モデルに基づく様式を簡略化したものです。

金額
(千円)

住民一人
当たり額
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将 来 の 世 代

に 残 る 財 産

の金額です。 

将来の世代

が負担する

金額です。 

貸借対照表の純資産

が、１年間でどのよう

に変動したかを表して

います。 

現金等の収支の流れ

を表したものです。 

資産の形成に結び

つかない経常的な

行政サービスに係

る費用（行政コスト）

と、その行政サービ

スに対する使用料・

手数料などの収入

を示したものです。 

町が、どのような資

産を保有しているの

かと、その資産がど

のような財源で賄わ

れてきたかを、対照

表示したものです 

これまでの世代

が負担した金額

です。 


